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【 H26基盤】地質モデルとの対比
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【H26】実証試験内容

 

実施期間 2 月 16 日～2 月 28 日 3 月 2 日～3 月 8 日 3 月 10 日～3 月 15 日 

 
試験名称 

 
揺動データ計測試験 

 
ノイズデータ計測試験 

 
ROV曳航型電磁探査試験 

 
試験概要 

展張機にジャイロを組み込み、 

ROV 曳航時の揺動データを 

取得する。 

 展張機を海底に設置し、ROV をその 

 上方で移動させ、その間電磁探査を 

 連続して行いノイズ影響を把握する。 

 展張機に電磁探査機器・ジャイロを 

組み込み、ROV曳航による電磁探査・ 

揺動データを同時に取得する。 

 
 
 
 
 

概略図 

   

    
計測 
システム 

ROV にて曳航 海底設置 ROV にて曳航 
 

電磁探査 
機器 

ダミー材を搭載 電磁探査機器を搭載 電磁探査機器を搭載 
  

ジャイロ 
/センサ 

揺動データ計測 参考用に計測 揺動データ計測 

試験条件 
L1：3ｍ、5ｍ、7ｍ、    L2：10ｍ 

スタビライザ：大・小・無 

速度：0.5、1.0、1.5 ノット 

L1：3ｍ、5m、7ｍ 

ROV 移動範囲：50ｍ×50ｍ( 5ｍピッチ） 

速度：0.5、1.0、1.5 ノット 

L1：試験 1 により決定、  L2：10ｍ 

スタビライザ：試験 1 により決定 

速度：0.5、1.0、1.5 ノット 

トランス 

ポンダー 

計測システム 

調査船 

ジャイロ 

ROV 

L2 
ダミー材

展張機 

L1 

トランス 

ポンダー 

計測システム 

調査船 

ジャイロ 

ROV 

L2 
電磁探査機器

展張機 

L1 

トランス 

ポンダー 

計測システム 

調査船 

ROV 

電磁探査機

展張機 

L1 

▲ 3/1 寄港 ▲ 3/9 寄港 
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【H26】ROV曳航型電磁探査装置
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■ 固定型電磁探査装置 (従来型) (2014.6 @横須賀新港)

・送信コイル
開閉式

・磁気センサ
搭載

■ ROV曳航型電磁探査装置 (2015.3 @新世丸)

・送信コイル開閉式
・磁気センサ搭載
・機器材質考慮(FRP)

○曳航式対応のための追加・改造
・スタビライザ設置 (航行安定性確保)
・ジャイロコンパス／姿勢センサ設置
(PHINS6000)

・視認性向上 (反射テープ等)

磁気センサ

スタビライザ

ジャイロコンパス
／姿勢センサ

送信コイル

3.5ｍ

従来型
と 同様



【H26】電磁探査装置曳航 (着底～曳航)

9

②曳航ロープ
結合

ROV

電磁探査装置

■着底後の操作
① 送信コイル展開
② 曳航ロープ結合
③ ROVによる曳航

①送信コイル
展開

③ ROVによる
曳航

(ROV下方カメラ)

■機器配置

カメラ

曳航ロープ (固定長)
3ｍ、5ｍ、7ｍ

曳航ロープ



【H26】ROV曳航による揺動データ例

■曳航体のヘッディングは、
曳航方向と潮流の向きに
より決定される。

■曳航体のローリング・ピッチ
ングの変動は小さい。
曳航速度が増すとピッチング
の変動が増大。

Heading
Roll

Pitch

250

200

150

100

50

0

‐50

deg

ROV曳航方向270°

曳航体 Heading 240°

■ Heading
■ Roll
■ Pitch

ROV曳航方向、速度
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ROV曳航方向 90°

曳航体 Heading 200°



平成27年度 研究計画



H26 H27 H28 H29 H30 H31以降

研究開発

実用化・事業化
産業展開等

標準化

データ取得技術

データ処理・解析技
術

総合地質解釈評価技術

国内外の技術動向調査(適宜)

国内・国際学会・ＷＳ等での成果発表(適宜)

運用手法の開発・検討 改良・試験 検証・実証

意見招請・問題点の抽出

開発した技術の売り込み

○国内公的機関、海外
民間企業、島嶼国か
らの資源調査事業を
受注し、調査産業の
創出を図る、

○国内外の学会で成果
を発 表、技術 のア
ピールを行う。また、
技術動向調査を通し
て、ニーズを把握し、
調査技術の改善を継
続する。

○民間企業による調査
サービスの開始。調
査手法の改良の継続。

実
海
域
調
査

国内公的機関と共同の調査

適宜反映

公的研究機関
との意見交換

★ ★ ★

国内海外企業
との情報交換

調査計画立案

処理手法事前検討
シミュレーション

データ処理・解析

データベース設計・構築

H26年度はキックオフ会合を開催。
新基盤ツールとの情報交換を行う。実海
域調査には、大学の有識者を招聘し意見
交換を行った

技術動向調査
を1回実施。

★ ★

中間評価

調査機器改良

実
海
域
調
査

実
海
域
調
査

総合地質解釈

最新技術動向及び
業界動向調査

成果の普及・アピール

★★ ★★

調査業務の受注技術課題の抽出

★ ★★ ★ ★ ★★ ★

実
海
域
調
査

実
海
域
調
査

音波調査1航海
と電磁調査1航
海を実施

改良

課題抽出・検討
実
海
域
調
査

実
海
域
調
査

統合型調査手法検討 総
合
実
証
試
験

課題抽出・統合型デー
タ処理手法の検討

統合型データ処理・解析

総合評価

総合評価

統合型地質解釈課題抽出・統合型解釈
手法の検討

統合型データベース検
討

統合型データベース構築

適宜反映 実証‐事業化
連携
（検討中）

適宜反映 適宜反映

SIP 5年間の研究開発工程

「新基盤ツー

ル」との連携、
共同研究を検
討中

音波調査1航海
と電磁調査2航
海を実施予定

EGU,OTC,Oceans ,連 合大
会, SEG,AGU等を予定
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平成27年度 計画概要
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(a) 各種データ取得技術の研究

(b) 各種データ処理解析技術の研究

(c) 総合地質解釈評価技術の研究

音波探査航海：高精度・広域VCS調査。ACS試作及びデータ取得。
電磁探査航海：高効率電磁調査システム確立に向けたROV曳航方法の最適化及びデータ取得。
船上及び陸上簡易処理システムの効率的運用方法の確立

VCSデータの高精度・広域データ処理手法の確立／ACSデータ処理手法の検討・評価。
搖動データ等を用いた電磁探査データの処理・解析手法の検討・評価。
音波探査と電磁探査データの統合解析の検討

既存データを用いた対象地域の絞り込み手法の検討。平成26年度に構築を開始したデータベースに
継続して入力及びシステムの改良。総合解釈評価技術の検討。

VCS

ACS

海中曳航体
(SBP搭載)

海中曳航型ケーブル

海上曳航型音源海上曳航型音源

鉛直展開

水平展開

海中曳航型音源



平成27年度 段階別・統合調査手法の位置付

14既存調査データコンパイル・データベース構築

海上磁力調査

調査船曳航方式による海中曳航型音波調査(ACS)

AUV音響調査

ROV音響調査

ROV重磁力調査

広域設置型音波調査 (VCS)

AUV磁力調査

総合解釈・評価

②概査

③準精査

④精査

主として、本研
究開発の対象と
する調査法

概査～精査の仕
様は鉱床の海
域・成因により
異なる

海上化学調査(To‐Yo)

海上音響調査

エリア

高
分
解
能
化
・
高
精
度
化

調
査
対
象
の
絞
り
込
み

⑤

①

高分解能3D海底設置型
音波調査 (VCS)

ROV利用方式よる
海中曳航型電磁調査

AUV曳航型による海中曳航型音波調査(ACS)

緑色:
音波探査のデータ
取得及び処理解析

青色:
電磁探査のデータ
取得及び処理解析

黄色:
総合地質解釈評価
技術

[探査手法背景色]


